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ABSTRACT

Increasing the rate of sports participation in the population is an issue that many 

countries are tackling. In Japan, the sports participation rate among adults is less than 

30%, especially among those in their 20s and 30s, which is the lowest compared with 

other age groups, and there is an "indifferent" group to exercise and sports.
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答えた学生であった．一方で，運動習慣がなく今

後も運動するつもりがないと答えた無関心層の学

生の一部も「面白そう」「友人に誘われた」との

理由でSPOREV.を体験しており，体験後の運動

に対する意欲が向上する傾向があった．今後は，

さらに無関心層が運動に取り組みたくなる動機付

けや報酬システムを検討する．

　緒　言

　東京2020オリンピック・パラリンピックを契

機に，政府は国民のスポーツ参画を加速させ，健

康長寿社会実現を目指している．その一方で，成

人の週3日以上のスポーツ実施率は27.0%であり，

特に20代と30代はそれぞれ18.9%，および17.5%

と他年代に比べ最も低いことが報告されている
1）．また，運動・スポーツをしない「無関心層」

が15.2％存在し，運動の頻度を増やせない理由と

　要　旨

　国民のスポーツ実施率向上は各国が取り組む課

題である．わが国においては，成人のスポーツ実

施率は3割以下で，特に若者世代（20・30代）は

他年代に比べ最も低く，また運動・スポーツへの

「無関心層」が存在する．

　本研究では，若年世代の運動・スポーツに対す

る意識を調査するとともに，無関心層が運動実施・

継続に必要な動機付け要因を検証することを目的

とした．男女大学生を対象に，キャンパス内に設

置したデジタル技術にアートと音楽を融合した新

しいスポーツコンテンツ（SPOREV.）を提供し，

その体験の前後にアンケート調査にて，運動・ス

ポーツに対する意識を調査した．

　その結果，SPOREV.を体験した多くは，過去

や現在に一定の運動習慣や体力への自信があると

The purpose of this study was to investigate the attitudes of the younger generation 

toward exercise and sports, and to examine the motivational factors necessary for the 

indifferent to exercise and continue to do so. Male and female university students were 

guided through a new sports content （SPOREV.） that combined digital technology, art, 

through a questionnaire survey before and after the experience.

As a result, most of the participants answered that they had a certain exercise habit 

some students in the indifferent group who had no exercise habit and had no intention 

to exercise in the future also participated in SPOREV. because "it looked interesting" or 

"I was invited by a friend," and their motivation to exercise tended to increase after the 

experience. In the future, we will further examine the motivation and reward system to 

make the indifferent group want to engage in exercise.
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して「仕事や家事が忙しいから」（43.7％）「面倒

くさいから」（27.5%）が多数を占めている．

　スポーツ実施・継続率向上は，各国が政策とし

て取り組む世界規模課題であるが，2020年から

のコロナ禍での外出自粛により，身体活動量やス

ポーツ環境条件が更に低下している．また，日本

においては，運動・スポーツ実施理由は「健康の

ため」（73.9％）「体力増進・維持のため」が上位

を占めており1），また，「運動・スポーツ＝学校

体育や部活動」のイメージが定着しており，生活

の中で気軽にスポーツを楽しむ習慣や環境が整備

されていないことも課題である．

　スポーツ実施率と運動時間の低下に伴い，子供

の体力低下が報告されている2）．青年期の体力は，

その後の寿命や高血圧，糖尿病といった生活習慣

病にも関連することがわかっており3, 4），青年期

の体力が低いことが中高年期以降に疾病を発症さ

せ，死亡率を高めることに繋がると考えられる．

また一方で，青年期のスポーツ・運動習慣が直接

的に中高年期以降の疾病と関連するだけでなく，

青年期から中高年期にかけてのスポーツ・運動習

慣の継続が様々な疾病予防には重要であることも

報告されている5, 6）．つまり，青年期のスポーツ・

運動習慣の定着が，将来の疾病予防に繋がり，医

療費削減に関与すると考えられるため，より早期

からのスポーツ・運動習慣の定着を図る必要があ

る．

　スポーツ庁は，20~50代の「働き盛り世代」に

健康的なライフスタイルを定着させるために，一

日の大半を過ごす職場において，スポーツに親し

むきっかけづくりを進めている．例えば，朝や昼

休みなどに体操・ストレッチをするなどのスポー

ツ・運動の機会を提供することや，階段の利用や

徒歩・自転車通勤の奨励，あるいはスタンディン

グミーティングの実施など，社員の健康増進のた

めに，スポーツ競技に限らず，スポーツ実施に向

けた積極的な取組を行っている企業を「スポーツ

エールカンパニー」として認定する制度を実施し

て，スポーツ運動習慣の普及を行っている7）．

　一方，学校体育や部活動での運動実施機会の

あった高校を卒業後，大学生のスポーツ機会は著

しく低下するものの，その年代に向けたアプロー

チ方法は確立していない．

　近年，エンターテイメントやゲーミフィケー

ションと身体活動量増加・スポーツ実施率向上に

関して注目が高まっている．例えば，2016年に

発売された　スマートフォン向け位置情報ゲーム

アプリ「Pokémon GO」において，ゲームアプリ

使用前後を比較すると1日の平均歩数が約2,000

歩増加することが報告されている8）．また，2007

年に発売されたWii専用ゲームソフト『Wii Fit』

や2017年に発売されたNintendo Switch専用フィッ

トネスソフト『リングフィット アドベンチャー』

など，スポーツやフィットネスをテーマにした

ゲームソフトの売り上げが多いことからも，若年

層へのアプローチ方法として，スポーツ・運動の

多様性を発信することも効果的であると考えられ

る．

　そこで本研究では，若者年代の運動実施や継

続の動機付けを明らかにするために，高いエン

ターテイメント性（デジタル技術やアート・音

楽）とフィジカルデータ蓄積システムを併せ持

つ，既に開発済みの新しいスポーツコンテンツ

（SPOREV.）を応用し，若年世代の生活圏に，行

動変容や嗜好性の検証を行う．「楽しんで繰り返

しスポーツ空間に参加した結果健康になる」シス

テムの構築と，運動継続に必要な要素を探索し独

創的な運動継続モデルの提案に繋げる．

　1．方　法

　1．1　対象者

　東京都内にキャンパスが所在する1私立大学の

医学・医療系および国際教養に関する学部に所属

する男女大学1年生620名を対象とした．すべて
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の対象者は，本研究の目的及び内容，安全性に関

するインフォームド・コンセントを行った上で実

験参加の同意を得た．本研究は，順天堂大学スポー

ツ健康科学部・大学院スポーツ健康科学研究科研

究等倫理委員会の承認を得た後に実施した．

　1．2　実験手順

　2022年4月に対象者全員に運動・スポーツの実

施・意識に関するWeb方式のアンケートを実施

（図1▼調査①）し，その後所属キャンパス内に新

しいスポーツコンテンツ（「NAKED SPOREV.」：

次項で詳細説明）の設置について案内を行った

（図1▽アナウンス①）．4月4日から5月31日ま

での約2か月間の平日11:00-17:00までにキャンパ

ス内にて，自由に体験できることとした（図2）．

体験した者には体験直後の感想を調査した（調査

②）．設置開始から，おおよそ一か月経過時点で

再度呼びかけを行い体験を促した（図1▽アナウ

ンス②）．設置期間終了後，体験の有無にかかわ

らず対象者全員に運動・スポーツの実施・意識に

関するWebアンケートを再度実施した（図1▼調

査②）．

　1．3　「NAKED SPOREV.」

　株式会社ネイキッドが開発し，パナソニック株

式会社エレクトリックワークス社が技術支援して

いるシステムで，Azure Kinect DKによりボーン

データや動作をセンシングし，映像・音響ととも

に運動を安全に実施し新たなスポーツ拡張体験が

可能なコンテンツである9）．これまでに，渋谷区

立宮下公園サンドコートにて「体力測定を，もっ

と楽しく」というテーマで，体力測定でよく行わ

れる「垂直とび」，「反復横とび」，「筋力測定」を

コンテンツ化し実施した．壁を押す力の数値に

よって変化する動物との力比べや，自分の跳躍力

が動物で表現されるなど，身体を動かすと，その

図1　実験スケジュール

図2　キャンパス内に設置した「NAKED SPOREV.」（左）と体験の様子（右）
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人の動きやフィジカルデータからアニマライズさ

れたアートが生み出される仕様である．体験後に

は，体験者のスマートフォンにフィジカルデータ

が記録され，日々の生活でのアドバイスがフィー

ドバックされる．

　本研究では，「垂直とび」と「反復横とび」の

2種目を設定し，いずれかを選択して体験する仕

様とし実施した．

　1．4　質問項目　

　運動・スポーツの実施・意識に関するWeb方

式のアンケート（調査①，調査②）での質問項目

は，スポーツ庁の「スポーツの実施状況に関す

る調査」，笹川スポーツ財団「スポーツライフに

関する調査」，行動変容ステージモデルを参考に，

①健康・体力・運動・スポーツに関する意識，②

今まで（過去）の運動・スポーツの実施状況，③

現在の運動・スポーツの実施状況，④今後の運動・

スポーツの実施について，の4つのカテゴリーで

作成した．体験した者には体験直後の感想を調査

した（調査②）．

　1．5　データ処理

　対象者を調査②時点で，SPOREV.に「実際に

体験した（体験群）」，「見に行ったが体験しなかっ

た（見学群）」，「行かなかった（非体験群）」の3

群に区分し，各質問への回答を比較する記述統計

を実施した．また，χ二乗検定，残差分析を実施

し，比較検討した．有意水準は5％未満とし，す

べての解析はSPSS （Ver. 25，IBM社製）を用いて

行った．

　2．結　果

　2．1　SPOREV.への参加状況

　4月と6月に実施した運動・スポーツの実施・

意識に関するWeb方式のアンケート（調査①，調

査③）の両方に回答をした対象者522名のうち，

SPOREV.を「実際に体験をした（体験群）」は81

名（15.5%），「見に行ったが体験しなかった（見

学群）」は165名（31.6%），「行かなかった（非体

験群）」は276名（52.9%）であった．

　2．2　SPOREV.のへ参加状況と背景 （運動習

　　　　慣・背景） 

SPOREV.に「体験した（体験群）」，「見に行っ

たが体験しなかった（見学群）」，「行かなかった

（非体験群）」の3群間の背景を比較検討した．比

較検討項目は，1）性別，2）運動・スポーツの実

施状況（行動変容の6つのステージ），3）体力へ

の自信，4）今まで（過去）の運動部活動の所属，

5）今後の運動・スポーツの実施とした．

　1）性別

性別では，統計的な差は見られなかったが体

験群は男性が多く，非体験群には女性が多く見ら

れた（図3）．

　2）運動・スポーツ実施状況（行動変容の6つの

ステージ）

　行動変容の6つのステージをみると，非体験群

において，「運動実施はなく，今後もするつもり

がない」という無関心期の人が多かった（残差分

析 ; p<0.01）．また，見学群において「運動はし

ていないが，今後はじめようと思っている」の関

心期の人が多い傾向が見られた（p=0.05）．定期

的に運動をしている人（6ヶ月以上継続している，

実施しているが6ヶ月未満）の割合は大きく変わ

らなかった（図4）．

　3）体力への自信

　体力への自信との関連では，統計的な群間差は

見られなかったが，体験群は「体力に自信がある」

「どちらかと言えば体力に自信がある」人が多く

見られた．一方，非体験群には，「体力に自信が
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ある」と「体力に不安がある」と答えた人が多く，

回答が二極化していた（図5）．

　4）今まで（過去）の運動部活動の所属

SPOREV．の体験状況は，高校時代の部活

動への所属状況との間に有意な関連が見られた

（p<0.05）．体験群には運動部に所属していた人

が多く（残差分析 ; p<0.05），見学群には運動部と

文化部の両方が多く（残差分析 ; p<0.05），もしく

は文化部に所属していた人が多い傾向であった

図3　SPOREV.の体験状況における性差

図4　運動・スポーツ実施状況とSPOREV.の体験状況

図5　体力への自信とSPOREV.の体験状況
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（p=0.05）．非体験群は部活動に所属していない人

が多い結果であった（残差分析 ; p<0.05）（図6）．

　5）今後の運動・スポーツの実施

　大学キャンパスでの生活圏にスポーツの取り組

みがあった場合，運動実施回数はどうなるかと

いう質問では，体験群では「運動実施回数が大

いに増える」と答えた人が多かった（残差分析 ; 

p<0.05）．見学群では「ある程度増える」「わから

ない」と回答した人が多く，非体験群には，「まっ

たく増えると思わない」と答えた人が多く見られ

た（図7）．

　2．3　体験・見学前後での運動に対する意識の

　　　　 変化

　体験群と見学群の246名の体験・見学前後（調

査①と調査②）での運動・スポーツの実施状況（行

動変容の6つのステージ）の変化について検討し

た．その結果，調査①で「今後も運動するつもり

がない」と答えた21名のうち，体験・見学後に

10名が「今後運動するつもり」，11名が変わらず

「今後も運動するつもりがない」と答えた（表1）．

また，同じく，「今後も運動するつもりがない」

と回答した21名のうち，14名が「SPOREV.であ

れば今後は運動するつもり」と回答し，7名がか

わらず「今後も運動するつもりがない」と答えた

（表2）．

　2．4　SPOREV.に参加した・見学に行った理

　　　　 由/行かなかった理由

　体験群，見学群259名にSPOREV.を訪れた理

由を複数回答で尋ねた結果，「面白そうだから」

図6　今まで（過去）の運動部活動の所属とSPOREV.の体験状況

図7　SPOREV.体験状況と今後の運動・スポーツ実施への意欲
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（30.1%）が最も多く，次いで「友人に誘われた

から」（20.8%），「楽しそうだから」（20.1%），「興

味があったから」（15.8%），「友人に勧められた」

（4.6%）であった．

　一方で，非体験群の249名のSPOREV.を訪れ

なかった理由は，「時間がなかったから」（49.4%），

「特に理由はない・なんとなく」（35.3%）であっ

た．

　3．考　察

　本研究では，対象者の運動行動変容ステージ

に着目し，そのステージによってスポーツコン

テンツへの体験の有無を検討した．その結果，

SPOREV.を体験した，または見学したと回答し

た246名に着目したところ，事前アンケートでは，

「運動するつもりはない」と回答した21名のうち，

10名は参加後に「今後，運動をするつもり」と

行動が変化した回答をした．これを，岡が作成し

た運動行動の変容段階10）の視点で考えると，運

動をするつもりはないという「無関心期」の21

名のうち10名が，今後運動するつもりという「関

心期」のステージへと行動が変化したことが窺え

表 1　運動・スポーツの実施状況（行動変容の6つのステージ）の変化

表 2 SPOREV.での運動・スポーツの実施状況（行動変容の6つのステージ）の変化
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た．

　さらに，事前アンケートで「運動するつもり

はない」と回答した「無関心期」の21名のう

ち，もし今後SPOREV.での運動を実施する場合

はどうかと条件付きで質問したところ，14名が

「SPOREV.であれば今後は運動するつもり」と回

答し，7名が変わらず「今後も運動するつもりが

ない」と答えた．すなわち，運動するつもりは

ないと回答した「無関心期」のうち，特にこの

SPOREV.の実践を通して，“私は現在，運動をし

ていないが，近い将来（6ヵ月以内）に始めよう

と思っている” という「関心期」や “私は現在，

運動をしているが，定期的ではない”，といった

「準備期」に移行した学生が増えたことが明らか

となった．

　このことから，実際に，SPOREV.を体験した，

または見学した学生のうち，運動行動変容ステー

ジモデルの「無関心期」に該当していた学生にとっ

て，今回のSPOREV.での体験や，見学が，運動

実施に対するハードルを下げ，行動の変化への一

助となったことが考えられる．

　なお，運動行動の変容ステージは，他の年代と

同様に大学生の運動実施を検討する際の有効な変

数であることが示されており11），若年成人のス

ポーツ実施率向上やスポーツ習慣の獲得に向けた

運動行動の変容ステージを考慮した介入の有効性

が示唆されている．荒井らは，大学生における運

動行動の変容ステージに対応した体育授業が運動

習慣に与える効果を与えると報告していることか

ら12），今後，このような先行研究をふまえ，既

存の若年期におけるあそびや，体育の授業のあり

方をより多様なものにしたり，SPOREV.だけで

なく新しいスポ―ツコンテンツについてもさらな

る検討を行うことによって大学生の運動習慣への

影響等も着目していきたい．

　体験群，見学群259名にSPOREV.を訪れた理

由として，「面白そうだから」，「楽しそうだから」，

「興味があったから」といったSPOREV.自体が興

味関心をひくコンテンツであったことがうかがえ

たことと同時に，友人に誘われたから，友人に勧

められたといった友人とのつながりによって体

験・見学につながっていたことが明らかとなった．

一方，約半数の非体験群が体験しなかった理由と

して，半数が「時間がなかったから」と答えてい

る．このことは，スポーツ庁のスポーツ実施に関

する調査と同様の結果が得られた．今回，スポー

ツ実施率が低調な若年成人（大学生）に対する取

り組みとして，学生生活の多くの時間を過ごす

キャンパス内に機器を設置し，空き時間に運動を

取り入れてもらうことを目論んでいたものの，想

定通りには実践につながらなかった．しかし，非

体験群の3割以上が「特に理由はない・なんとなく」

とも回答していたため，特に大きな理由がないこ

と，なんとなく体験しなかったという理由である

ことより，積極的なアプローチがあれば体験につ

ながった可能性があることも示唆された．

　今後，今回のようなエンターテイメント性の高

いスポーツ参画コンテンツの改良を検討すること

に加え，さらにゲーミフィケーションや報酬系メ

カニズムを加味したシステムを検討するなど，ス

ポーツに無関心な若者のスポーツ参画及び継続の

契機となる仕組みづくりを目指す必要がある．

　将来的には，SPOREV.による運動を継続的に

実施することにより，運動参加や継続といった運

動習慣に関する調査のみならず，運動部活動や

サークル活動と同様に，大学生の体力の維持ある

いは増進につながるかという効果測定をする必要

もあるといえる．SPOREV.の特徴として，単な

る身体を用いたエンターテインメント装置のみな

らず，運動機能をスコア化することで体力測定の

機能も有することから，縦断的な設置により，こ

のような調査も可能であるといえる．体力の観点

からいうと，筋力の維持には最大筋力の30％以

上の力発揮が必要であり，体力の増進には週に2



デサントスポーツ科学  Vol. 44

─  219  ─

～3度のトレーニング実施が必要であると言われ

ている．SPOREV.による運動がこれらの強度と

頻度を上回るものであれば，体力の維持増進の効

果を期待することができる．

　4．結論・結語・総括・まとめ

　本研究によって，運動習慣がなく今後も運動を

するつもりがないと答えた無関心層の学生にお

いても，「面白そう」「友人に誘われた」との理由

でSPOREV.に参加したのち，運動に対する意欲

が向上する傾向を認めた．この結果は，今後，運

動へ無関心な若者が運動に取り組む契機や動機付

け，環境づくりへ検討に繋がるものである．
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